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３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
21
日

に
上
程
さ
れ
た
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
案
（
合
計

16
議
案
）は
、議
長
を
除
く
議
員
全

員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委
員

会
所
管
に
よ
る
３
つ
の
分
科
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
の
審
査
の
後
、
３
月
16

日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
お
い
て
主
査
報
告
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
新
年
度
予
算
案

は
全
16
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。定
例
会

最
終
日
の
３
月
17
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委

員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業

会
計
の
新
年
度
当
初
予
算
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一

般
会
計
予
算
３
１
９
億
４
８
０
万

円
を
含
む
全
16
会
計
、４
８
８
億
６

２
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 当

初
予
算
案
を
可
決

３月

令
和
２
年
度

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比増減率
一般会計

企業
会計

住宅資金
歯科診療所
休日診療センター
国民健康保険
国民健康保険（直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
介護保険サービス事業
農業集落排水事業
浄化槽整備事業
宅地造成事業
比和財産区
水道事業
下水道事業
病院事業

319億480万円
339万円
2,226万円
1,254万円

38億7,685万円
7,429万円

7億1,854万円
64億6,093万円

5,512万円
3億9,767万円
2億3,693万円

199万円
271万円

20億2,497万円
15億7,842万円
14億9,086万円

＋5.5％
▲12.6％
▲0.7％
▲0.6％
▲4.3％
▲13.1％
＋8.2％
＋2.6％
▲2.6％
＋7.8％
▲13.0％
0.0％

▲28.7％
8.8％
皆増

▲０.4％

特　

別　

会　

計

※金額は万円未満を四捨五入しています。

民生費
73億7,065万円
（23.1％）

民生費
73億7,065万円
（23.1％）

地方交付税
133億4,280万円
（41.8％）

公債費
41億9,532万円
（13.1％）

公債費
41億9,532万円
（13.1％）

総務費
31億9,307万円
（10.0％）

総務費
31億9,307万円
（10.0％）

災害復旧費
35億9,685万円
（11.3％）

災害復旧費
35億9,685万円
（11.3％）

土木費
27億4,826万円
（8.6％）

土木費
27億4,826万円
（8.6％）

衛生費
40億4,883万円
（12.7％）

衛生費
40億4,883万円
（12.7％）

農林水産業費
24億5,500万円
（7.7％）

農林水産業費
24億5,500万円
（7.7％）

教育費
18億5,568万円
（5.8％）

教育費
18億5,568万円
（5.8％）

議会費
2億1,056万円
（0.7％）

議会費
2億1,056万円
（0.7％） 諸支出金など

4億8,349万円
（1.5％）

諸支出金など
4億8,349万円
（1.5％）

消防費
11億4,117万円（3.6％）

消防費
11億4,117万円（3.6％）

国・県支出金
76億3,023万円
（23.9％）

市債
39億3,062万円
（12.3％）

市税
37億4,628万円
（11.7％）

市税
37億4,628万円
（11.7％）

譲与税など
15億2,227万円
（4.8％）

諸収入など
17億3,260万円
（5.5％）

商工費
6億592万円
（1.9％）

商工費
6億592万円
（1.9％）

定 例 会

※金額は万円未満を四捨五入しています。

所 管 事 務 調 査 報 告
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指
定
管
理
料
が
６
千
５
百
万

円
以
上
増
え
て
い
る
が
、
主
な
要

因
は
何
か
。

　
　

西
城
保
育
所
を
新
た
に
指
定

管
理
施
設
と
し
て
加
え
、
そ
の
指
定

管
理
料
が
８
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
を
除
け
ば
２
千

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

フ
ル
タ
イ
ム
の
場
合
は
現
状
の

臨
時
職
員
等
の
賃
金
を
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
場
合
は
現
状
の
時
間
額
を
下

回
ら
な
い
形
で
決
め
て
い
る
。

　
　

廃
校
等
の
解
体
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　

元
年
度
に
定
め
た
解
体
処
分

の
取
り
扱
い
の
中
で
、
危
険
度
等
を

把
握
し
な
が
ら
年
次
的
な
解
体
を

計
画
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
ま
で

な
ら
合
併
特
例
債
が
適
用
で
き
る

も
の
も
あ
る
の
で
、
特
に
優
先
し
て

進
め
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　

住
民
告
知
放
送
に
つ
い
て
加

入
促
進
の
方
法
は
あ
る
の
か
。

　
　

転
入
者
等
へ
の
新
た
な
補
助
金

を
設
け
、
普
及
に
努
め
る
。

　
　

補
助
金
の
一
律
カ
ッ
ト
で
は
な

く
、
個
々
の
事
業
を
見
直
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

真
に
必
要
な
事
業
・
補
助
は

何
か
を
考
え
て
ビ
ル
ド
を
先
に
行
い
、

類
似
的
な
事
業
・
補
助
に
つ
い
て
は

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
行
う
、
ビ
ル
ド
ア
ン
ド

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
考
え
を
継
続
し
、
重

点
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
市
で
人
口
減
少
が
進
む
な

か
、
予
算
規
模
を
小
さ
く
す
る
こ

と
を
基
本
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

歳
入
を
見
込
め
る
範
囲
内
で

の
予
算
規
模
と
し
て
お
り
、
後
世
に

で
き
る
だ
け
負
担
を
残
さ
な
い
現
在

の
予
算
規
模
が
適
正
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　

市
民
タ
ク
シ
ー
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
実
態
を
踏
ま
え
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
市
民
タ
ク
シ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
停
か
ら
１
㎞
以

上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
居
住
し
て
い
る

方
の
み
を
対
象
者
と
し
て
い
た
が
、

新
年
度
か
ら
そ
の
要
件
を
外
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
高
齢
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
免
許

そ
の
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
人
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

外
出
支
援
制
度
と
し
て
１
万
円

の
補
助
を
考
え
て
い
る
。
２
０
０
人

分
を
予
算
化
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま

で
免
許
返
納
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り

及
び
高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
制
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

庄
原
赤
十
字
病
院
で
処
方
さ

れ
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
変

え
る
こ
と
で
、
医
療
費
を
削
減
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
個
々
の
医
療
機
関
に
対

し
て
指
導
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

庄
原
小
学
校
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
室
内
が
狭
く
、
さ
ら
に

夏
は
暑
い
と
い
う
状
況
の
中
、
事
業

目
的
が
達
成
で
き
る
の
か
。

　
　

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
人
数

が
増
え
て
い
く
状
況
も
あ
る
。
各
小

学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
そ

れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
市
全
体
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
計
画
を
練
り
直

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
徐
々
に
整
備

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　

水
道
事
業
は
県
か
ら
広
域
連

携
の
話
が
あ
る
が
、
新
年
度
で
何
ら

か
の
予
算
計
上
が
あ
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
中
は
参
加
の
可

否
を
検
討
す
る
段
階
で
あ
り
、
新

年
度
予
算
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　
　

災
害
復
旧
予
算
が
最
終
年
度

だ
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

完
成
が
24
％
、
発
注
ベ
ー
ス
は

６
割
を
超
え
て
い
る
。
一
定
程
度
翌

年
度
に
繰
り
越
す
形
と
な
る
が
、

期
間
内
に
終
わ
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
工
事
は
優
先
的
に
進
め
る
よ
う

調
整
す
る
。

　
　

中
国
綿
陽
市
と
の
友
好
都
市

交
流
事
業
に
つ
い
て
、
30
周
年
を
機

に
今
後
の
関
係
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
始
め

た
民
間
交
流
は
、
行
政
を
全
て
抜

き
に
す
る
と
困
難
な
部
分
が
多
く
、

行
政
が
主
体
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

　
　

総
領
地
域
の
自
治
振
興
会
館

は
指
定
管
理
を
継
続
す
る
の
か
。

　
　

地
元
移
管
を
予
定
し
て
い
る

が
、
行
政
が
浄
化
槽
を
設
置
し
た

経
緯
が
あ
る
の
で
、
農
業
関
係
施

設
等
も
含
め
て
浄
化
槽
に
対
す
る

補
助
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　

第
４
回
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
マ

ラ
ニ
ッ
ク
大
会
は
ど
の
よ
う
な
形
で

開
催
す
る
の
か
。

　
　

比
婆
い
ざ
な
み
街
道
の
Ｐ
Ｒ
と

同
時
に
、
新
た
な
街
道
づ
く
り
と

連
携
し
事
業
展
開
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

　
　

22
世
紀
の
庄
原
の
森
林
（
も

り
）
体
験
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

小
学
生
や
一
般
の
方
が
対
象
だ
が
、

林
業
従
事
者
の
育
成
が
優
先
で
は
な

い
の
か
。

　
　

ま
ず
は
、
小
学
生
や一
般
参
加

者
に
山
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
林
業

従
事
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
隣
接

す
る
日
南
町
に
育
成
施
設
が
あ
り

競
合
す
る
と
考
え
る
。

　
　

庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
確
立
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
観
光
協
会
支
部
の
活
動

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

従
来
の
観
光
協
会
支
部
は
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
新
た
な
組
織
と
し

て
、
市
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。

所 管 事 務 調 査 報 告
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２
月
21
日
に
令
和
２
年
第
１
回

庄
原
市
議
会
定
例
会
本
会
議
に
お

い
て
、
令
和
２
年
度
庄
原
市
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会

計
の
各
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　

同
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
効

率
的
な
審
査
を
行
う
た
め
設
置
し

た
３
つ
の
分
科
会
で
審
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
各
分
科
会
は
３
日

間
審
査
を
行
い
、
３
月
16
日
の
委

員
会
で
各
分
科
会
の
主
査
報
告
、

質
疑
、
採
決
を
行
っ
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
務
分
科
会
で
は
「
持
続
可
能

な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
」
と
「
指
定

管
理
料
」
の
２
項
目
を
重
点
的
に

審
査
さ
れ
、
ま
と
め
と
し
て
、
議
会

の
決
算
審
査
報
告
を
生
か
し
た
予

算
編
成
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
、
常
に
公
金
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
人
件
費
も
精

算
項
目
に
す
べ
き
、と
報
告
さ
れ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
で
は
、「
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
関
連
予

算
」、「
学
校
運
営
協
議
会
の
設

置
」、「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
（
放

課
後
子
供
教
室
）」
な
ど
、
８
項
目

を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
市
の
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
評
価
を
す
る
一
方
で
、

財
政
状
況
と
市
民
要
望
を
ど
の
よ

う
に
繋
げ
る
か
が
課
題
で
あ
る
こ

と
、
予
算
措
置
が
先
行
し
事
業
計

画
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
、

今
後
の
事
業
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市

民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
る
と
い
う
姿
勢
に
期
待
す
る
と

報
告
さ
れ
た
。

　

企
画
建
設
分
科
会
で
は
、「
友

好
都
市
交
流
の
推
進
」、「
庄
原
Ｄ

Ｍ
Ｏ
確
立
支
援
事
業
」、「
22
世
紀

の
庄
原
の
森
林
づ
く
り
」
な
ど
６

項
目
が
重
点
的
に
審
査
さ
れ
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
あ
り
き
で
は
な

く
、
可
能
な
限
り
早
期
に
復
旧
工

事
が
完
了
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
こ
と
や
、
人
口
減
少
問
題
対
策

と
し
て
、
課
を
横
断
し
た
対
策
チ
ー

ム
の
設
置
も
指
摘
さ
れ
、
特
に
、

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
の
諸
事
業
な
ど

の
予
算
に
関
し
て
は
、
費
用
対
効

果
を
希
求
す
る
、
と
報
告
さ
れ
た
。

　

主
査
へ
の
質
疑
で
は
、
避
難
所

の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
整
備
、
自
伐
林
家
へ

の
森
づ
く
り
県
民
税
充
当
可
否
、

災
害
関
係
の
過
疎
債
・
辺
地
債
の

使
用
、比
婆
牛
看
板
の
設
置
意
義
、

西
城
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
場
所
の
議
論
、
新
年
度

の
マ
ラ
ニッ
ク
の
内
容
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
山
田
委
員
か
ら
、
令

和
２
年
度
庄
原
市
一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
修
正
案
の
動
議
が
あ
り
、

提
案
説
明
と
質
疑
・
討
論
を
行
っ

た
。
質
疑
は
、
提
案
根
拠
に
つ
い
て

問
わ
れ
、
討
論
は
、
原
案
賛
成
、

修
正
案
賛
成
に
つ
い
て
、
各
３
人
の

討
論
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

令
和
２
年
度
庄
原
市
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
修
正
案
は
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
、
改
め
て
原
案
を

採
決
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
、
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
議
案
は
、
全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
も
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
平
成
30
年

７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
工
事
」

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
だ
予
算
編

成
と
な
り
、「
災
害
復
旧
、
復
興

工
事
の
早
期
完
成
を
め

ざ
す
一
年
」
と
位
置
づ
け
、

市
民
の
暮
ら
し
の
更
な
る

安
心
・
安
全
の
確
立
を

最
優
先
と
し
た
も
の
に

な
っ
た
。

　
一
方
、
今
回
の
予
算
編

成
で
は
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
事
態
が
全
世
界

で
起
こ
っ
て
い
る
。
日
本

国
内
の
経
済
活
動
、
ひ

い
て
は
一
般
市
民
の
生
活

に
も
様
々
な
面
で
影
響

を
及
ぼ
し
、
市
民
生
活

に
直
接
影
響
を
与
え
る

事
案
と
し
て
、
大
変
危

惧
し
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
、
こ
の

事
態
が
終
結
を
迎
え
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
予
算
は
、

主
査
報
告
や
修
正
案
で
も
議
論
さ

れ
た
と
お
り
、
財
政
運
営
が
厳
し
い

中
で
編
成
さ
れ
た
予
算
で
も
あ
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
基
調
と
す
る
事
業
の

透
明
性
、
公
平
性
に
よ
り
一
層
努
め

る
と
と
も
に
、
事
業
の
費
用
対
効

果
や
検
証
な
ど
不
断
の
努
力
を
行

い
、
持
続
可
能
か
つ
適
切
な
市
政

運
営
を
今
後
も
図
ら
れ
る
こ
と
を

切
に
願
い
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
委
員
長
の
報
告
と
す
る
。

委

員
長

報

告
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　国民健康保険特別会計（国保特会）と介護保険特別会計（介護
特会）の反対討論を行う。国保特会は、国民健康保険の全県一本
化の問題がある。2017年度に応能割と応益割は、53.3対46.7
だったが完全に一本化される2023年には48.03対51.97に逆転
する。資産のない低所得者層には厳しい制度設計である。2020
年度、１人当たりの保険料は2.29％下がるが、低所得者層を中
心に約１割の世帯は増税となる。本来、都道府県の国保運営方
針は、技術的助言で法的拘束力はない。保険料賦課の権限は市
町村にあるというのが厚生労働省の見解。県に納める納付額が
確保できれば、税率は市の判断で決めてもよいのではないか。市
では、これまでに大幅に税率を引き上げ、準備基金は３億円を超
えている。毎年これだけの基金が積めるのであれば被保険者に
還元すべき。子どもの均等割の廃止もできる。
　介護特会も同じ観点。保険料の引き上げにより、現在基金は２
億3,000万円あり、税率変更の必要性があったか疑問。第８期計
画では、その点もしっかり検討して適正な保険料を設定されるよ
う求めたい。いずれも制度設計の問題として反対の討論とする。

　庄原市一般会計予算ほか15会計について、厳しい
財政状況の中、災害復旧事業の重点的な実施、子育て
環境の充実や新たな要請に応える農林業など、次世代
につなぐ予算として、適正に編成をされていると認定
できる。審査では、比婆いざなみ街道マラニックの予算
に関して、一部減額修正の動議が提出されたが、予算
説明に不十分な点があったと感じており、今後は留意
されるべき。また、平成30年の７月豪雨災害復旧事業
の進捗は困難を極めているが、繰り越し事業等をあわ
せると100億円以上となり、市内建設業者の受け入れ
能力を凌駕していることから、事業執行の困難さも理
解できる。それに加え、新型コロナウイルスによる緊急
事態が、確実に庄原においても人命や経済へ影響をも
たらすものと危惧する。このような状況下、新年度予算
が適正に執行され、市民福祉の向上に寄与できるよう
行政組織や職員体制、土木関連事業の投資的経費等
を見直すことも提言して賛成の討論とする。

　当該予算案より、「比婆いざなみ街道マラニック大会」に関するものを削除しようとするもの。比婆いざなみ
街道物語（庄原市北部資源活用計画）の中の「資源活用の基本方向」に「知ってもらう」、「来てもらう」、「感じ
てもらう」、「また来てもらう」の循環的な取り組みが大切であり、最終的には「庄原に住んでもらう」との方向性
が示されているが、マラニック大会は「また来てもらう」、「庄原に住んでもらう」に結実していない。参加者も定
員を下回っている。最重要課題である人口減少対策が総合施策であれば、イベントの開催だけでなく、他の
事業との連携が重要だが、新年度予算の説明ではそうした取り組みが示されていない。厳しい財政状況の
中、庄原市の最重要課題の解決に結びつかない事業、効果のない事業は実施しないという決意が必要。

原案に賛成 修正案に賛成

政野　太 委員

堀井秀昭 委員

谷口隆明 委員

徳永泰臣 委員

五島　誠 委員

岩山泰憲 委員

過去、企画建設常任委員会・分科会では、第１
回の計画時から大会開催の可否について議論
した経過はない。過去２回の大会は黒字化し、
参加者も増加傾向である。

第１回大会は明らかな準備不足の大会だった。
今回、予算審査後、いざなみ街道とは異なる帝
釈峡マラニックが提案されたことは、行政手法
から逸脱している。
過去に分科会で議論されたことが、今回の事業
に反映されていない。事業費を修正し真に比婆
いざなみ街道のシンボルイベントとして成立す
るよう再提案すべき。
地域の協力、職員の負担もある事業だが、分科
会の予算説明で具体的な内容が提示されな
かった。税金を使う以上はきちんと分科会で審
査して議決すべき。

広域な庄原市を横に繋ぐ道路整備が市の活性
化には必要。３年の実証結果だけで判断するの
は尚早。本事業で比婆山や熊野神社など歴史
的文化遺産を周知すべき。
過去の予算修正では、分科会で問題点の議論
を行い、全体の委員会で同意を得る努力をして
きた。今回も議論をして提案すべき。どの事業も
即定住に結びつくものではない。

賛　成　　　　反　対
修 正 案
原 　 案
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議
案
第
11
号

庄
原
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
市
長
等
が
賠
償
の
責
任
を
負

う
額
か
ら一
部
を
免
れ
さ
せ
る
旨
を

条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
長

等
の
損
害
賠
償
責
任
の
免
責
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の

【
付
託
先
】

　

総
務
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

本
条
例
制
定
の
根
拠
と
な
っ
た

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
係
る

改
正
附
則
に
お
い
て
、「
地
方
公
共

団
体
の
議
会
は
、
本
条
例
の
制
定

に
関
す
る
議
決
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も

監
査
委
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が

で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
２
月
21
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
監
査
委
員
へ
条
例
案
に
対

す
る
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
そ
の
後
、
２
月
28
日
に
監

査
委
員
か
ら
書
面
に
よ
り
「
条
例

の
制
定
を
適
と
す
る
」
と
の
回
答

を
受
け
、
３
月
３
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
12
号

庄
原
市
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に

よ
る
乾
杯
条
例

　

本
市
の
地
酒
等
に
よ
る
乾
杯
の

習
慣
を
広
め
、
地
酒
等
の
消
費
拡

大
及
び
地
産
地
消
を
推
進
し
、
地

域
産
業
の
振
興
及
び
郷
土
愛
の
醸

成
に
寄
与
す
る
た
め
、
新
た
に
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
13
号

庄
原
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例

　

森
林
の
整
備
及
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
20
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴

い
、
広
島
県
へ
納
付
す
る
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
に
必
要
な

税
収
を
確
保
す
る
た
め
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

今
回
の
改
定
は
、
低
所
得
者
に

と
っ
て
は
厳
し
く
、
こ
の
こ
と
は
執

行
者
も
認
め
て
い
る
。
広
島
県
は

６
年
を
か
け
て一
本
化
す
る
と
いっ
て

い
る
が
、
法
律
上
、
保
険
税
は
市

町
村
で
決
定
で
き
る
。
県
内
の
統
一

化
の
事
例
は
全
国
で
４
県
の
み
で
あ

り
、
一
本
化
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ

る
。
都
道
府
県
ご
と
に
財
政
規
模

を
強
化
し
よ
う
と
い
う
県
の
考
え
で

あ
り
、
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
部

分
は
あ
る
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
21
号

庄
原
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も

の【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
23
号

庄
原
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

民
法
の一
部
改
正
に
よ
り
連
帯
保

証
人
・
敷
金
・
法
定
利
率
等
の
規

定
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
24
号

庄
原
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の一
部

改
正
に
よ
る
幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
の
導
入
に
よ
り
、
庄
原
市
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事

業
が
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

終
了
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
25
号

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

庄
原
市
学
校
運
営
協
議
会
委

員
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

年
額
９
０
０
０
円
と
し
た
根
拠

は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
一
年
間

を
通
じ
て
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
最
低
限
の
ラ
イ
ン
で
金
額

設
定
を
行
っ
た
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
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ま
た
、
報
酬
額
に
つ
い
て
、
手
厚
く

す
べ
き
と
い
う
意
見
と
無
報
酬
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
26
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

庄
原
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

敷
地
造
成
工
事
に
お
い
て
擁
壁
工

の
施
工
に
伴
い
、
法
面
を
掘
削
し

た
と
こ
ろ
、
法
面
の
土
質
が
軟
弱

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
、
昨

年
7
月
降
雨
に
よ
り
法
面
の
崩
落

が
発
生
し
擁
壁
工
の
施
工
が
困
難

と
な
り
、
鉄
筋
挿
入
工
及
び
モ
ル

タ
ル
吹
付
工
を
追
加
施
工
す
る
も

の【
付
託
先
】

　

総
務
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

当
初
の
工
事
と
災
害
の
工
事
と

性
質
が
違
い
、
し
か
も
工
事
は
既
に

完
了
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
工
事
施
工
中
に
地
盤
が
軟

弱
な
事
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
、

当
初
議
決
を
得
た
金
額
の
枠
内
で

優
先
工
事
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
面
の
崩
落
は
軟
弱
地
盤

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
降
雨
災
害

と
は
判
断
を
し
て
い
な
い
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
今
後
大
幅
な
工
事
変
更

が
あ
る
場
合
、
速
や
か
に
議
会
に

報
告
し
変
更
議
案
を
上
程
後
、
工

事
発
注
す
る
こ
と
を
厳
守
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
28
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
八
幡
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

八
幡
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
帝
釈
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

帝
釈
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

口
和
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
総
領
自
治
振
興
区

議
案
第
29
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
比
和
の
特
産
市
場

【
指
定
団
体
】

　

比
和
の
特
産
市
場

議
案
第
30
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
宿
泊
研
修
施
設

　
（
ふ
る
さ
と
村
高
暮
）

【
指
定
団
体
】

　

高
暮
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
１
号

庄
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

東
城
町　
　

松
木　
　

穂　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

議
案
第
２
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

東
城
町　
　

横
山　

和
明　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

議
案
第
３
号
〜
第
５
号

庄
原
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

西
本
町　
　

石
丸　

弘
明　

氏

西
城
町　
　

髙
井
美
和
子　

氏

東
城
町　
　

岡
村　

元
治　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

議
案
第
６
号
〜
第
10
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

峰
田
町　
　

日
雨
孫
厚
子　

氏

川
北
町　
　

平
田　

龍
彦　

氏

西
城
町　
　

田
中　

悦
子　

氏

高
野
町　
　

児
玉　

朝
光　

氏

東
城
町　
　

林　
　

千　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

　

次
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
国

会
や
関
係
省
庁
に
提
出
し
、
そ
の

実
現
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

発
議
第
１
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
等
を

図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

１
．
地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
と

緊
密
に
連
携
し
、
融
資
枠
の
拡
大
、

債
務
の
支
払
い
猶
予
な
ど
中
小
零

細
企
業
等
へ
の
支
援
、
減
税
に
よ

る
家
計
負
担
の
軽
減
、
新
た
な
給

付
金
制
度
の
創
設
等
、
大
規
模
か

つ
速
や
か
な
緊
急
経
済
対
策
を
行

う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て



8

会　計　名

事業名　補正額 補　正　内　容

補正額 補正後の総額
議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号）
庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第2号）
庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第１号）
庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第1号）
庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
庄原市介護保険特別会計補正予算（第3号）
庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第3号）
庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）
庄原市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市水道事業会計補正予算（第３号）

庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第2号）

放課後児童健全育成事業
【470万7千円追加】

小規模崩壊地復旧事業
【8,661万9千円減額】

211万７千円追加
49万円追加

10万７千円追加
8,235万9千円追加
1,217万2千円減額
1,078万9千円減額
6,439万6千円追加
276万8千円減額
4,147万5千円減額
39万6千円追加
4,203万円減額
54万6千円追加
180万円減額

2,579万8千円減額
3,064万1千円減額
1億386万2千円減額
9,339万5千円減額

74万9千円追加
1,103万9千円減額
1,464万円減額
20万円減額

600万1千円
2,792万5千円
1,272万円

41億3,701万6千円
7,333万8千円

6億5,622万3千円
64億355万6千円
4,990万7千円
10億7,613万円
3億7,193万6千円
2億3,145万5千円

64万5千円
19万円

11億9,309万7千円
11億4,061万円
2億4,506万6千円
5億9,775万2千円

13億6,852万3千円
9,270万4千円

1億1,816万3千円
467万2千円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

収益的収入
資本的収入
資本的支出

補正額 補正後の総額

補正額 補正後の総額

新型コロナウイルス感染症対策のため、３月２日から市内小学校が休校となったことに伴い、
市内11カ所の放課後児童クラブを開設するため

生活交通路線確保事業
【321万9千円追加】

災害復旧工事の通行止め箇所を迂回運行したことによる走行距離の増による運行委託料
及び運行補助金などの増額

災害復旧工事を優先するため、当初の工事箇所を30カ所から８カ所に減らし、その他の
箇所を令和２年度に繰り延べたことによる減額など

地域おこし協力隊推進事業
【1,226万7千円減額】

地域おこし協力隊については採用決定後に辞退、地域づくり協力隊については応募がなく
採用に至らなかったことによる減額

小学校施設整備事業
【1億4,587万6千円追加】

GIGAスクール構想（児童生徒１人１台端末整備）の小学校16校へ導入に向けた校内ＬＡＮ及
び電源キャビネットを整備するため

令和元年度 一般会計・
特別会計等補正予算

3 原案
可決

庄原市比和財産区特別会計補正予算（第３号）



109
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8

会　計　名

事業名　補正額 補　正　内　容

補正額 補正後の総額
議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号）
庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第2号）
庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第１号）
庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第1号）
庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
庄原市介護保険特別会計補正予算（第3号）
庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第3号）
庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）
庄原市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市水道事業会計補正予算（第３号）

庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第2号）

放課後児童健全育成事業
【470万7千円追加】

小規模崩壊地復旧事業
【8,661万9千円減額】

211万７千円追加
49万円追加

10万７千円追加
8,235万9千円追加
1,217万2千円減額
1,078万9千円減額
6,439万6千円追加
276万8千円減額
4,147万5千円減額
39万6千円追加
4,203万円減額
54万6千円追加
180万円減額

2,579万8千円減額
3,064万1千円減額
1億386万2千円減額
9,339万5千円減額

74万9千円追加
1,103万9千円減額
1,464万円減額
20万円減額

600万1千円
2,792万5千円
1,272万円

41億3,701万6千円
7,333万8千円

6億5,622万3千円
64億355万6千円
4,990万7千円
10億7,613万円
3億7,193万6千円
2億3,145万5千円

64万5千円
19万円

11億9,309万7千円
11億4,061万円
2億4,506万6千円
5億9,775万2千円

13億6,852万3千円
9,270万4千円

1億1,816万3千円
467万2千円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

収益的収入
資本的収入
資本的支出

補正額 補正後の総額

補正額 補正後の総額

新型コロナウイルス感染症対策のため、３月２日から市内小学校が休校となったことに伴い、
市内11カ所の放課後児童クラブを開設するため

生活交通路線確保事業
【321万9千円追加】

災害復旧工事の通行止め箇所を迂回運行したことによる走行距離の増による運行委託料
及び運行補助金などの増額

災害復旧工事を優先するため、当初の工事箇所を30カ所から８カ所に減らし、その他の
箇所を令和２年度に繰り延べたことによる減額など

地域おこし協力隊推進事業
【1,226万7千円減額】

地域おこし協力隊については採用決定後に辞退、地域づくり協力隊については応募がなく
採用に至らなかったことによる減額

小学校施設整備事業
【1億4,587万6千円追加】

GIGAスクール構想（児童生徒１人１台端末整備）の小学校16校へ導入に向けた校内ＬＡＮ及
び電源キャビネットを整備するため

令和元年度 一般会計・
特別会計等補正予算

3 原案
可決

庄原市比和財産区特別会計補正予算（第３号）



127

ま
た
、
報
酬
額
に
つ
い
て
、
手
厚
く

す
べ
き
と
い
う
意
見
と
無
報
酬
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
26
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

庄
原
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

敷
地
造
成
工
事
に
お
い
て
擁
壁
工

の
施
工
に
伴
い
、
法
面
を
掘
削
し

た
と
こ
ろ
、
法
面
の
土
質
が
軟
弱

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
、
昨

年
7
月
降
雨
に
よ
り
法
面
の
崩
落

が
発
生
し
擁
壁
工
の
施
工
が
困
難

と
な
り
、
鉄
筋
挿
入
工
及
び
モ
ル

タ
ル
吹
付
工
を
追
加
施
工
す
る
も

の【
付
託
先
】

　

総
務
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

当
初
の
工
事
と
災
害
の
工
事
と

性
質
が
違
い
、
し
か
も
工
事
は
既
に

完
了
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
工
事
施
工
中
に
地
盤
が
軟

弱
な
事
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
、

当
初
議
決
を
得
た
金
額
の
枠
内
で

優
先
工
事
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
面
の
崩
落
は
軟
弱
地
盤

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
降
雨
災
害

と
は
判
断
を
し
て
い
な
い
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
今
後
大
幅
な
工
事
変
更

が
あ
る
場
合
、
速
や
か
に
議
会
に

報
告
し
変
更
議
案
を
上
程
後
、
工

事
発
注
す
る
こ
と
を
厳
守
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
28
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
八
幡
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

八
幡
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
帝
釈
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

帝
釈
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

口
和
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
総
領
自
治
振
興
区

議
案
第
29
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
比
和
の
特
産
市
場

【
指
定
団
体
】

　

比
和
の
特
産
市
場

議
案
第
30
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
宿
泊
研
修
施
設

　
（
ふ
る
さ
と
村
高
暮
）

【
指
定
団
体
】

　

高
暮
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
１
号

庄
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

東
城
町　
　

松
木　
　

穂　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

議
案
第
２
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

東
城
町　
　

横
山　

和
明　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

議
案
第
３
号
〜
第
５
号

庄
原
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

西
本
町　
　

石
丸　

弘
明　

氏

西
城
町　
　

髙
井
美
和
子　

氏

東
城
町　
　

岡
村　

元
治　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

議
案
第
６
号
〜
第
10
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

峰
田
町　
　

日
雨
孫
厚
子　

氏

川
北
町　
　

平
田　

龍
彦　

氏

西
城
町　
　

田
中　

悦
子　

氏

高
野
町　
　

児
玉　

朝
光　

氏

東
城
町　
　

林　
　

千　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
同
意

　

次
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
国

会
や
関
係
省
庁
に
提
出
し
、
そ
の

実
現
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

発
議
第
１
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
等
を

図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

１
．
地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
と

緊
密
に
連
携
し
、
融
資
枠
の
拡
大
、

債
務
の
支
払
い
猶
予
な
ど
中
小
零

細
企
業
等
へ
の
支
援
、
減
税
に
よ

る
家
計
負
担
の
軽
減
、
新
た
な
給

付
金
制
度
の
創
設
等
、
大
規
模
か

つ
速
や
か
な
緊
急
経
済
対
策
を
行

う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
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議
案
第
11
号

庄
原
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
市
長
等
が
賠
償
の
責
任
を
負

う
額
か
ら一
部
を
免
れ
さ
せ
る
旨
を

条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
長

等
の
損
害
賠
償
責
任
の
免
責
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の

【
付
託
先
】

　

総
務
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

本
条
例
制
定
の
根
拠
と
な
っ
た

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
係
る

改
正
附
則
に
お
い
て
、「
地
方
公
共

団
体
の
議
会
は
、
本
条
例
の
制
定

に
関
す
る
議
決
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も

監
査
委
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が

で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
２
月
21
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
監
査
委
員
へ
条
例
案
に
対

す
る
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
そ
の
後
、
２
月
28
日
に
監

査
委
員
か
ら
書
面
に
よ
り
「
条
例

の
制
定
を
適
と
す
る
」
と
の
回
答

を
受
け
、
３
月
３
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
12
号

庄
原
市
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に

よ
る
乾
杯
条
例

　

本
市
の
地
酒
等
に
よ
る
乾
杯
の

習
慣
を
広
め
、
地
酒
等
の
消
費
拡

大
及
び
地
産
地
消
を
推
進
し
、
地

域
産
業
の
振
興
及
び
郷
土
愛
の
醸

成
に
寄
与
す
る
た
め
、
新
た
に
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
13
号

庄
原
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例

　

森
林
の
整
備
及
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
20
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴

い
、
広
島
県
へ
納
付
す
る
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
に
必
要
な

税
収
を
確
保
す
る
た
め
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

今
回
の
改
定
は
、
低
所
得
者
に

と
っ
て
は
厳
し
く
、
こ
の
こ
と
は
執

行
者
も
認
め
て
い
る
。
広
島
県
は

６
年
を
か
け
て一
本
化
す
る
と
いっ
て

い
る
が
、
法
律
上
、
保
険
税
は
市

町
村
で
決
定
で
き
る
。
県
内
の
統
一

化
の
事
例
は
全
国
で
４
県
の
み
で
あ

り
、
一
本
化
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ

る
。
都
道
府
県
ご
と
に
財
政
規
模

を
強
化
し
よ
う
と
い
う
県
の
考
え
で

あ
り
、
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
部

分
は
あ
る
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
21
号

庄
原
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も

の【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
23
号

庄
原
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

民
法
の一
部
改
正
に
よ
り
連
帯
保

証
人
・
敷
金
・
法
定
利
率
等
の
規

定
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
24
号

庄
原
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の一
部

改
正
に
よ
る
幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
の
導
入
に
よ
り
、
庄
原
市
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事

業
が
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

終
了
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
原
案
可
決

議
案
第
25
号

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

庄
原
市
学
校
運
営
協
議
会
委

員
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

年
額
９
０
０
０
円
と
し
た
根
拠

は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
一
年
間

を
通
じ
て
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
最
低
限
の
ラ
イ
ン
で
金
額

設
定
を
行
っ
た
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
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　国民健康保険特別会計（国保特会）と介護保険特別会計（介護
特会）の反対討論を行う。国保特会は、国民健康保険の全県一本
化の問題がある。2017年度に応能割と応益割は、53.3対46.7
だったが完全に一本化される2023年には48.03対51.97に逆転
する。資産のない低所得者層には厳しい制度設計である。2020
年度、１人当たりの保険料は2.29％下がるが、低所得者層を中
心に約１割の世帯は増税となる。本来、都道府県の国保運営方
針は、技術的助言で法的拘束力はない。保険料賦課の権限は市
町村にあるというのが厚生労働省の見解。県に納める納付額が
確保できれば、税率は市の判断で決めてもよいのではないか。市
では、これまでに大幅に税率を引き上げ、準備基金は３億円を超
えている。毎年これだけの基金が積めるのであれば被保険者に
還元すべき。子どもの均等割の廃止もできる。
　介護特会も同じ観点。保険料の引き上げにより、現在基金は２
億3,000万円あり、税率変更の必要性があったか疑問。第８期計
画では、その点もしっかり検討して適正な保険料を設定されるよ
う求めたい。いずれも制度設計の問題として反対の討論とする。

　庄原市一般会計予算ほか15会計について、厳しい
財政状況の中、災害復旧事業の重点的な実施、子育て
環境の充実や新たな要請に応える農林業など、次世代
につなぐ予算として、適正に編成をされていると認定
できる。審査では、比婆いざなみ街道マラニックの予算
に関して、一部減額修正の動議が提出されたが、予算
説明に不十分な点があったと感じており、今後は留意
されるべき。また、平成30年の７月豪雨災害復旧事業
の進捗は困難を極めているが、繰り越し事業等をあわ
せると100億円以上となり、市内建設業者の受け入れ
能力を凌駕していることから、事業執行の困難さも理
解できる。それに加え、新型コロナウイルスによる緊急
事態が、確実に庄原においても人命や経済へ影響をも
たらすものと危惧する。このような状況下、新年度予算
が適正に執行され、市民福祉の向上に寄与できるよう
行政組織や職員体制、土木関連事業の投資的経費等
を見直すことも提言して賛成の討論とする。

　当該予算案より、「比婆いざなみ街道マラニック大会」に関するものを削除しようとするもの。比婆いざなみ
街道物語（庄原市北部資源活用計画）の中の「資源活用の基本方向」に「知ってもらう」、「来てもらう」、「感じ
てもらう」、「また来てもらう」の循環的な取り組みが大切であり、最終的には「庄原に住んでもらう」との方向性
が示されているが、マラニック大会は「また来てもらう」、「庄原に住んでもらう」に結実していない。参加者も定
員を下回っている。最重要課題である人口減少対策が総合施策であれば、イベントの開催だけでなく、他の
事業との連携が重要だが、新年度予算の説明ではそうした取り組みが示されていない。厳しい財政状況の
中、庄原市の最重要課題の解決に結びつかない事業、効果のない事業は実施しないという決意が必要。

原案に賛成 修正案に賛成

政野　太 委員

堀井秀昭 委員

谷口隆明 委員

徳永泰臣 委員

五島　誠 委員

岩山泰憲 委員

過去、企画建設常任委員会・分科会では、第１
回の計画時から大会開催の可否について議論
した経過はない。過去２回の大会は黒字化し、
参加者も増加傾向である。

第１回大会は明らかな準備不足の大会だった。
今回、予算審査後、いざなみ街道とは異なる帝
釈峡マラニックが提案されたことは、行政手法
から逸脱している。
過去に分科会で議論されたことが、今回の事業
に反映されていない。事業費を修正し真に比婆
いざなみ街道のシンボルイベントとして成立す
るよう再提案すべき。
地域の協力、職員の負担もある事業だが、分科
会の予算説明で具体的な内容が提示されな
かった。税金を使う以上はきちんと分科会で審
査して議決すべき。

広域な庄原市を横に繋ぐ道路整備が市の活性
化には必要。３年の実証結果だけで判断するの
は尚早。本事業で比婆山や熊野神社など歴史
的文化遺産を周知すべき。
過去の予算修正では、分科会で問題点の議論
を行い、全体の委員会で同意を得る努力をして
きた。今回も議論をして提案すべき。どの事業も
即定住に結びつくものではない。

賛　成　　　　反　対
修 正 案
原 　 案
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２
月
21
日
に
令
和
２
年
第
１
回

庄
原
市
議
会
定
例
会
本
会
議
に
お

い
て
、
令
和
２
年
度
庄
原
市
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会

計
の
各
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　

同
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
効

率
的
な
審
査
を
行
う
た
め
設
置
し

た
３
つ
の
分
科
会
で
審
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
各
分
科
会
は
３
日

間
審
査
を
行
い
、
３
月
16
日
の
委

員
会
で
各
分
科
会
の
主
査
報
告
、

質
疑
、
採
決
を
行
っ
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
務
分
科
会
で
は
「
持
続
可
能

な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
」
と
「
指
定

管
理
料
」
の
２
項
目
を
重
点
的
に

審
査
さ
れ
、
ま
と
め
と
し
て
、
議
会

の
決
算
審
査
報
告
を
生
か
し
た
予

算
編
成
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
、
常
に
公
金
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
人
件
費
も
精

算
項
目
に
す
べ
き
、と
報
告
さ
れ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
で
は
、「
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
関
連
予

算
」、「
学
校
運
営
協
議
会
の
設

置
」、「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
（
放

課
後
子
供
教
室
）」
な
ど
、
８
項
目

を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
市
の
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
評
価
を
す
る
一
方
で
、

財
政
状
況
と
市
民
要
望
を
ど
の
よ

う
に
繋
げ
る
か
が
課
題
で
あ
る
こ

と
、
予
算
措
置
が
先
行
し
事
業
計

画
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
、

今
後
の
事
業
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市

民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
る
と
い
う
姿
勢
に
期
待
す
る
と

報
告
さ
れ
た
。

　

企
画
建
設
分
科
会
で
は
、「
友

好
都
市
交
流
の
推
進
」、「
庄
原
Ｄ

Ｍ
Ｏ
確
立
支
援
事
業
」、「
22
世
紀

の
庄
原
の
森
林
づ
く
り
」
な
ど
６

項
目
が
重
点
的
に
審
査
さ
れ
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
あ
り
き
で
は
な

く
、
可
能
な
限
り
早
期
に
復
旧
工

事
が
完
了
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
こ
と
や
、
人
口
減
少
問
題
対
策

と
し
て
、
課
を
横
断
し
た
対
策
チ
ー

ム
の
設
置
も
指
摘
さ
れ
、
特
に
、

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
の
諸
事
業
な
ど

の
予
算
に
関
し
て
は
、
費
用
対
効

果
を
希
求
す
る
、
と
報
告
さ
れ
た
。

　

主
査
へ
の
質
疑
で
は
、
避
難
所

の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
整
備
、
自
伐
林
家
へ

の
森
づ
く
り
県
民
税
充
当
可
否
、

災
害
関
係
の
過
疎
債
・
辺
地
債
の

使
用
、比
婆
牛
看
板
の
設
置
意
義
、

西
城
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
場
所
の
議
論
、
新
年
度

の
マ
ラ
ニッ
ク
の
内
容
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
山
田
委
員
か
ら
、
令

和
２
年
度
庄
原
市
一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
修
正
案
の
動
議
が
あ
り
、

提
案
説
明
と
質
疑
・
討
論
を
行
っ

た
。
質
疑
は
、
提
案
根
拠
に
つ
い
て

問
わ
れ
、
討
論
は
、
原
案
賛
成
、

修
正
案
賛
成
に
つ
い
て
、
各
３
人
の

討
論
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

令
和
２
年
度
庄
原
市
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
修
正
案
は
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
、
改
め
て
原
案
を

採
決
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
、
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
議
案
は
、
全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
も
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
平
成
30
年

７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
工
事
」

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
だ
予
算
編

成
と
な
り
、「
災
害
復
旧
、
復
興

工
事
の
早
期
完
成
を
め

ざ
す
一
年
」
と
位
置
づ
け
、

市
民
の
暮
ら
し
の
更
な
る

安
心
・
安
全
の
確
立
を

最
優
先
と
し
た
も
の
に

な
っ
た
。

　
一
方
、
今
回
の
予
算
編

成
で
は
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
事
態
が
全
世
界

で
起
こ
っ
て
い
る
。
日
本

国
内
の
経
済
活
動
、
ひ

い
て
は
一
般
市
民
の
生
活

に
も
様
々
な
面
で
影
響

を
及
ぼ
し
、
市
民
生
活

に
直
接
影
響
を
与
え
る

事
案
と
し
て
、
大
変
危

惧
し
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
、
こ
の

事
態
が
終
結
を
迎
え
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
予
算
は
、

主
査
報
告
や
修
正
案
で
も
議
論
さ

れ
た
と
お
り
、
財
政
運
営
が
厳
し
い

中
で
編
成
さ
れ
た
予
算
で
も
あ
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
基
調
と
す
る
事
業
の

透
明
性
、
公
平
性
に
よ
り
一
層
努
め

る
と
と
も
に
、
事
業
の
費
用
対
効

果
や
検
証
な
ど
不
断
の
努
力
を
行

い
、
持
続
可
能
か
つ
適
切
な
市
政

運
営
を
今
後
も
図
ら
れ
る
こ
と
を

切
に
願
い
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
委
員
長
の
報
告
と
す
る
。

委

員
長

報

告
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指
定
管
理
料
が
６
千
５
百
万

円
以
上
増
え
て
い
る
が
、
主
な
要

因
は
何
か
。

　
　

西
城
保
育
所
を
新
た
に
指
定

管
理
施
設
と
し
て
加
え
、
そ
の
指
定

管
理
料
が
８
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
を
除
け
ば
２
千

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

フ
ル
タ
イ
ム
の
場
合
は
現
状
の

臨
時
職
員
等
の
賃
金
を
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
場
合
は
現
状
の
時
間
額
を
下

回
ら
な
い
形
で
決
め
て
い
る
。

　
　

廃
校
等
の
解
体
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　

元
年
度
に
定
め
た
解
体
処
分

の
取
り
扱
い
の
中
で
、
危
険
度
等
を

把
握
し
な
が
ら
年
次
的
な
解
体
を

計
画
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
ま
で

な
ら
合
併
特
例
債
が
適
用
で
き
る

も
の
も
あ
る
の
で
、
特
に
優
先
し
て

進
め
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　

住
民
告
知
放
送
に
つ
い
て
加

入
促
進
の
方
法
は
あ
る
の
か
。

　
　

転
入
者
等
へ
の
新
た
な
補
助
金

を
設
け
、
普
及
に
努
め
る
。

　
　

補
助
金
の
一
律
カ
ッ
ト
で
は
な

く
、
個
々
の
事
業
を
見
直
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

真
に
必
要
な
事
業
・
補
助
は

何
か
を
考
え
て
ビ
ル
ド
を
先
に
行
い
、

類
似
的
な
事
業
・
補
助
に
つ
い
て
は

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
行
う
、
ビ
ル
ド
ア
ン
ド

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
考
え
を
継
続
し
、
重

点
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
市
で
人
口
減
少
が
進
む
な

か
、
予
算
規
模
を
小
さ
く
す
る
こ

と
を
基
本
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

歳
入
を
見
込
め
る
範
囲
内
で

の
予
算
規
模
と
し
て
お
り
、
後
世
に

で
き
る
だ
け
負
担
を
残
さ
な
い
現
在

の
予
算
規
模
が
適
正
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　

市
民
タ
ク
シ
ー
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
実
態
を
踏
ま
え
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
市
民
タ
ク
シ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
停
か
ら
１
㎞
以

上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
居
住
し
て
い
る

方
の
み
を
対
象
者
と
し
て
い
た
が
、

新
年
度
か
ら
そ
の
要
件
を
外
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
高
齢
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
免
許

そ
の
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
人
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

外
出
支
援
制
度
と
し
て
１
万
円

の
補
助
を
考
え
て
い
る
。
２
０
０
人

分
を
予
算
化
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま

で
免
許
返
納
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り

及
び
高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
制
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

庄
原
赤
十
字
病
院
で
処
方
さ

れ
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
変

え
る
こ
と
で
、
医
療
費
を
削
減
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
個
々
の
医
療
機
関
に
対

し
て
指
導
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

庄
原
小
学
校
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
室
内
が
狭
く
、
さ
ら
に

夏
は
暑
い
と
い
う
状
況
の
中
、
事
業

目
的
が
達
成
で
き
る
の
か
。

　
　

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
人
数

が
増
え
て
い
く
状
況
も
あ
る
。
各
小

学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
そ

れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
市
全
体
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
計
画
を
練
り
直

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
徐
々
に
整
備

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　

水
道
事
業
は
県
か
ら
広
域
連

携
の
話
が
あ
る
が
、
新
年
度
で
何
ら

か
の
予
算
計
上
が
あ
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
中
は
参
加
の
可

否
を
検
討
す
る
段
階
で
あ
り
、
新

年
度
予
算
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　
　

災
害
復
旧
予
算
が
最
終
年
度

だ
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

完
成
が
24
％
、
発
注
ベ
ー
ス
は

６
割
を
超
え
て
い
る
。
一
定
程
度
翌

年
度
に
繰
り
越
す
形
と
な
る
が
、

期
間
内
に
終
わ
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
工
事
は
優
先
的
に
進
め
る
よ
う

調
整
す
る
。

　
　

中
国
綿
陽
市
と
の
友
好
都
市

交
流
事
業
に
つ
い
て
、
30
周
年
を
機

に
今
後
の
関
係
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
始
め

た
民
間
交
流
は
、
行
政
を
全
て
抜

き
に
す
る
と
困
難
な
部
分
が
多
く
、

行
政
が
主
体
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

　
　

総
領
地
域
の
自
治
振
興
会
館

は
指
定
管
理
を
継
続
す
る
の
か
。

　
　

地
元
移
管
を
予
定
し
て
い
る

が
、
行
政
が
浄
化
槽
を
設
置
し
た

経
緯
が
あ
る
の
で
、
農
業
関
係
施

設
等
も
含
め
て
浄
化
槽
に
対
す
る

補
助
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　

第
４
回
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
マ

ラ
ニ
ッ
ク
大
会
は
ど
の
よ
う
な
形
で

開
催
す
る
の
か
。

　
　

比
婆
い
ざ
な
み
街
道
の
Ｐ
Ｒ
と

同
時
に
、
新
た
な
街
道
づ
く
り
と

連
携
し
事
業
展
開
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

　
　

22
世
紀
の
庄
原
の
森
林
（
も

り
）
体
験
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

小
学
生
や
一
般
の
方
が
対
象
だ
が
、

林
業
従
事
者
の
育
成
が
優
先
で
は
な

い
の
か
。

　
　

ま
ず
は
、
小
学
生
や一
般
参
加

者
に
山
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
林
業

従
事
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
隣
接

す
る
日
南
町
に
育
成
施
設
が
あ
り

競
合
す
る
と
考
え
る
。

　
　

庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
確
立
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
観
光
協
会
支
部
の
活
動

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

従
来
の
観
光
協
会
支
部
は
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
新
た
な
組
織
と
し

て
、
市
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。

所 管 事 務 調 査 報 告
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３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
21
日

に
上
程
さ
れ
た
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
案
（
合
計

16
議
案
）は
、議
長
を
除
く
議
員
全

員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委
員

会
所
管
に
よ
る
３
つ
の
分
科
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
の
審
査
の
後
、
３
月
16

日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
お
い
て
主
査
報
告
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
新
年
度
予
算
案

は
全
16
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。定
例
会

最
終
日
の
３
月
17
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委

員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業

会
計
の
新
年
度
当
初
予
算
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一

般
会
計
予
算
３
１
９
億
４
８
０
万

円
を
含
む
全
16
会
計
、４
８
８
億
６

２
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 当

初
予
算
案
を
可
決

３月

令
和
２
年
度

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比増減率
一般会計

企業
会計

住宅資金
歯科診療所
休日診療センター
国民健康保険
国民健康保険（直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
介護保険サービス事業
農業集落排水事業
浄化槽整備事業
宅地造成事業
比和財産区
水道事業
下水道事業
病院事業

319億480万円
339万円
2,226万円
1,254万円

38億7,685万円
7,429万円

7億1,854万円
64億6,093万円

5,512万円
3億9,767万円
2億3,693万円

199万円
271万円

20億2,497万円
15億7,842万円
14億9,086万円

＋5.5％
▲12.6％
▲0.7％
▲0.6％
▲4.3％
▲13.1％
＋8.2％
＋2.6％
▲2.6％
＋7.8％
▲13.0％
0.0％

▲28.7％
8.8％
皆増

▲０.4％

特　

別　

会　

計

※金額は万円未満を四捨五入しています。

民生費
73億7,065万円
（23.1％）

民生費
73億7,065万円
（23.1％）

地方交付税
133億4,280万円
（41.8％）

公債費
41億9,532万円
（13.1％）

公債費
41億9,532万円
（13.1％）

総務費
31億9,307万円
（10.0％）

総務費
31億9,307万円
（10.0％）

災害復旧費
35億9,685万円
（11.3％）

災害復旧費
35億9,685万円
（11.3％）

土木費
27億4,826万円
（8.6％）

土木費
27億4,826万円
（8.6％）

衛生費
40億4,883万円
（12.7％）

衛生費
40億4,883万円
（12.7％）

農林水産業費
24億5,500万円
（7.7％）

農林水産業費
24億5,500万円
（7.7％）

教育費
18億5,568万円
（5.8％）

教育費
18億5,568万円
（5.8％）

議会費
2億1,056万円
（0.7％）

議会費
2億1,056万円
（0.7％） 諸支出金など

4億8,349万円
（1.5％）

諸支出金など
4億8,349万円
（1.5％）

消防費
11億4,117万円（3.6％）

消防費
11億4,117万円（3.6％）

国・県支出金
76億3,023万円
（23.9％）

市債
39億3,062万円
（12.3％）

市税
37億4,628万円
（11.7％）

市税
37億4,628万円
（11.7％）

譲与税など
15億2,227万円
（4.8％）

諸収入など
17億3,260万円
（5.5％）

商工費
6億592万円
（1.9％）

商工費
6億592万円
（1.9％）

定 例 会

※金額は万円未満を四捨五入しています。

所 管 事 務 調 査 報 告

ℓ

ℓ

かんぽの郷庄原
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本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

検索庄原市議会  中継

P.2

P.6

P.11

P.9

P.16

初日

庄原市立 西城保育所 新園舎完成

新型コロナウイルス

感染防止対策

63


